








道具のいろいろ
上肢の関節の炎症や変形で、手が届かない、握る・つまむ・押す力が弱くなり、
無理をすると関節破壊を進めます。関節を保護するためにも積極的に工夫しましょう。

ポイント

指先などの小さな関節に負担をかけず、
より大きな関節で、より軽い力で扱えるように
工夫しましょう！

吸盤式の取っ手取っ手を縦につけた食器棚 軽い力で安全に抜けるプラグ

力を一点に集中させる
突起シール

高めの位置のコンセント

持ちやすい取っ手付きお椀と
ピンセット型の箸

使う人や状況に合わせて持ち手の
角度を変えらる包丁

つまんで回す動作が苦手な人でも、
楽に回せる万能ハンドル

ペットボトルのキャップを
片手で開けられるオープナー

届かない窓の開閉をする
リーチャー

市販の滑り止めマット



事例紹介
～長期の症状の変化に対応～
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廊下の段差を解消。歩
行時でも車椅子を利用
するようになっても移
動しやすい。

長柄ヘアーブラシ、リー
チャー、マジックハン
ド、蓋を開ける道具、
爪切り等。

ヘルパーの出入りのた
めに玄関のオートロッ
ク錠を設置。玄関まで
行かなくても施錠可能。

リビングに隣接し、洗
面、トイレも一体になっ
た寝室。１階で生活が
完結できています。

浴槽の出入りが困難な
ため、シャワー浴。座っ
てシャワーを利用でき
る機器を導入。

66歳・女性

35歳
発症

41歳
車椅子使用

45～46歳
人工関節手術（両股・両膝）
歩行可能・電動車椅子で外出

37歳：階段に手すり設置
39歳：寝室を１階へ移動
41歳：寝室、浴室、トイレ増築等

59歳：介護保険制度利用
　　　  各種福祉用具レンタル
66歳：シャワー浴開始

①１階で生活を完結。
②一度機能が低下しても、人工関節や新薬などで回復することがある。
　その変化にも対応できる整備がベスト。
③将来も使えるように段差解消やトイレ、浴室の整備を実施し、
　身体機能の変化には福祉用具で対応。
④関節保護のために自助具を積極的に導入。
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